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最近、公共施設に案内ロボットが設置されたり、レストランや農場でもロボットが使われるようになりました。ま
た、家庭でも掃除用ロボットなどが活躍しています。今後もさまざまな分野でロボットが必要とされる時代が来る
でしょう。そのような時代に備え、中小企業のロボット事業への参入を支援するために、2014年4月、都産技研本部に
ロボット開発セクターが開設されました。今回は、ロボット開発セクターの概要や設備などを紹介します。

ロボット開発セクターでは、「ロボット開発支援室」「ロボット
走行試験開発室」「耐久性試験室」を設置し、サービスロボッ
ト、産業用ロボットなどの開発支援に取り組んでいます。

益田　ロボットは、ハードウェアから
ソフトウェアまで多岐にわたる技術
が必要です。一つの中小企業だけです
べてを開発するのは難しいので、ベー
スとなるプラットフォームを私たち
は研究開発しています。

村上　ロボット開発支援室には、サー
ビスロボットや産業用ロボットのア
プリケーションを開発するための設
備を用意しています。ロボット走行試
験開発室には、段差やスロープ等が備
えてあり、移動ロボットの試走ができ
ます。モーションキャプチャによって
ロボットや人間の位置姿勢も計測す
ることができます。耐久性試験室は、機械部品やロボット等の
耐久性試験を行う部屋で、連続した荷重印加や往復動作が可
能な往復動耐久試験機を配置しています。

佐々木　ソフトウェアを開発する
ツールは2種類用意しています。どち
らのツールもサービスロボットと産
業用ロボット両方の開発に対応して
おり、各企業の希望に応じて、アプリ
ケーション開発ができるように環境
を整えています。そのような開発環境
を用いた講習会を開く準備も進めて

います。また、オーダーメード開発支援や共同研究という形
で、企業の抱えている問題を個別に解決していくことも可能
です。

　ロボット開発セクターは、都産技研のさま
ざまな部署で個別にロボット関連の研究を
していた研究者が集まってつくられた部署

です。専門も考え方もバラバラでしたが、セクターを開設して半年
が経ち、だんだんとチームとしてまとまってきたように思います。
　都産技研では、ニーズに柔軟に対応し、適時プロジェクトチーム
を設置したりしていますが、このロボット開発セクターは少し事情
が違います。サービスロボットは一部の企業では事業化されていま
すが、市場規模は小さく、産業としてはまだ成り立っていません。そ
のような時期に開設しているので、注目はされていますがまだまだ

坂下　製品開発には、まず試作開発が
必要です。企業の方は、その試作品を
もとにして事業展開をしていきます
が、製品化するには試作品よりも求め
られるハードルは高くなります。例え
ば、試作品は操作が少し複雑でも動け
ばいいというレベルだったものが、製
品化するには電源を入れたら自動的

に動かなければいけないというように、大きくレベルアップ
しなければなりません。このような製品化に向けたつくり込
みなどの相談にも対応していきたいと考えています。

森田　ロボットはこれからますます
活躍の場を増やしていくと思います
が、そのときに大切なのが安全性で
す。リスクのあるロボットは、現在、工
場や研究室などの限られた場所でし
か使用されていません。高齢者や子ど
もがいる場所にロボットがいても安
全を確保するためには、ロボット自体
の安全性を高めていくことが重要になります。それと同時に、
安全性をどのように保証するのかも問題になってきます。ロ
ボットの安全規格に準拠し、認証機関から認証を取得する手
段がありますが、多大なコストがかかります。そのあたりの問
題も解決できるよう考えていきたいと思っています。

東京都のロボット産業を立ち上げるためにロボット事業に参入したい企業を支援します

ロボット開発セクター長　坂下 和広
利用者が少ないのが現状です。
　中小企業の方々がロボット事業に参入しやすくなるように、私た
ちはロボットの実用化に向けた研究を進めており、T型ロボット
ベース、バルーンロボットなどのプラットフォームを開発していま
す。また、ロボット開発に必要な設備や機器も手軽に利用できるよ
うになっています。これからは、T型ロボットベースを使って自社の
サービスを展開したいと考えている企業の方々と実用化を視野に
入れた共同研究をたくさん行っていきたいです。そして、東京都の
ロボット産業を立ち上げていきたいと考えています。

ロボット開発セクター
本年度新設された本部４つ目のセクター

　製品化・事業化のために実用的なロボット開発に関する中小
企業との共同研究や、開発上の個別の技術課題に関する開発支
援を行います。

共同開発・開発支援

　ロボット開発のために必要な設備や機器をご利用いただけます。
　また、ロボットや製品の耐久性を評価するための往復動耐久試験機や産業用ロボット、ロボットの動作を解析するための高
速度カメラやモーションキャプチャシステムをご利用いただけます。

バルーンロボットT型ロボットベース

開発ワークベンチ 産業用ロボットロボット開発支援室ロボット走行試験開発室

往復動耐久試験機 産業用ロボットによる耐久性試験モーションキャプチャシステム

　移動ロボットを構築する基盤となるT型ロボットベース、バ
ルーンロボット、それらに関連するロボット技術、機械、電気、ソ
フトウェアの信頼性・安全性評価など技術開発を行い、中小企業
によるロボット事業の技術シーズを提供します。
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